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　最近わたくしは本学会気付で東ドイツのアカデミー出版社を通じてドレースデンの
Rudolf　Forberger教授（東ドイツ科学アカデミー経済史研究所）から著書『ザクセンの
産業革命　1800－1861年』第1巻第1・第2分冊を寄贈された。思えば，同教授から，間も
なく刊行が予定される本書の書評を依頼され，わたくしが，当時Journal　of　the　Asso－
ciation　of　Economics，　Okayama　Universityなる英文タイトルをもっていた本誌に掲
載する計画であると回答したのは1977年末であった（ちなみに，本書第1巻第1分冊と第
2分冊の序文の日付はいずれも1978年1月となっている）。
　さらに言えば，わたくしは拙稿「19世紀初頭のザクセン羊毛工業衰退論争」（『岡山大学
法経学会雑誌』15巻2号，1965年）の発表後一層の資料収集のために，『16世紀末から19世
紀初までのザクセンのマニュファクチャ・一』　（Berlin　1958）の著者たる同教授に1966年に
質問状を書いて以来，時どき同教授と手紙をやりとりするようになった。東ドイツとの国
交樹立直後の1973年夏にようやくドレースデンに赴くことができたわたくしは，初めて同
教授夫妻に会い，非常に厚遇されたが，その時すでに同教授から，本書の原稿がおおよそ
完成したと聞いている。その著作の第1巻が今発刊されたわけである。
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　本書第1巻第1分冊序文において著者は本書の意図を次のように述べている。主題に関
しても時期に関しても前著『ザクセンのマニュファクチャーsに連結する，このザクセン産
業革命史の研究にあって，考察の中心に置かれるのは，ザクセンの工場である。そこにお
いて生産諸力の革命が1800年から1861年までの期間に本源的，直接的，具体的に完成され，
ザクセンにおける工業資本主義と市民社会の物質的・技術的基礎が形成されたのである。
本研究のもう一つの問題は，産業革命期にザクセンがドイツの工業発展においてどのよう
に開拓者的役割を演じたか，を示すことである。そのことによって本研究は地域史を超え，
ドイツ史への一寄与となる。ドイツ産業革命第一局面についての歴史像は，プロイセンの
事情の一般化のためにしばしば誤っていたが，今や修正されるであろう。産業革命は19世
紀最初の30年間にザクセンでは豊富な水力のために他のドイツ諸邦におけるより大量的，
連続的，包括的，かつ急速に進行した。ザクセンの先導産業は手労働から機械労働への移
行を1830年にはすでに完了していたのである。（IXページ）
　このように，本書第1巻は，1800年から1861年までのザクセン産業革命を多面的に分析
する著者の壮大な計画（政策史，労働者史，企業者史から文献的・絵画的資料の編纂に至
る計画の概要は第1巻第1分冊27－29ページにある）の中で，「生産諸力の革命　1800－61
年」の前半部分，すなわち，1800－30年の産業革命第一局面を対象としている。
?
　「ザクセンにおける生産諸力の革命　18eo－1830年」と題する本書第1巻第1分冊（M
十613ページ，付表1枚）の構成は，おおよそ次の通りである。
序文
序論
　1．研究の方法，文献，理論的な出発点，叙述のf二方
　2．研究すべき諸問題（a，内容的な諸問題，b．形式的な諸問題）
　3．起点における状況（a，1685年からマニュファクチャー期の最後に至るザクセンの
　　経済発展，b．1800年頃のザクセンにおける産業革命の前提と推進力）
第1部　工業生産力の対象的・客体的要素
第1章　ザクセンにおける外国の機械と技術の導入
　1．作業機
　2．動力機
　3．ザクセンの生産諸部門の機械化と動力化に対する外国の影響（a．外国視察，b．
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　　外国人助言者，c．国内の専門家，　d．外国と国内の専門文献）
第2章　ザクセンにおける機械の製作
　1．外国のモデルによる機械の製作と導入．機械の発達に対するザクセンの寄与（a．
　　作業機，b．動力機，　c．ザクセン人およびザクセンで活躍した外国人発明家・機械
　　製作者の業績と生涯）
　2．各部門における機械の導入（a．作業機，b．動力機）
　3．ザクセンの機械輸出と外国への機械制生産の転移
第3章　新しい方式，装置，設備
　1．繊維部門における革：新
　2．冶金その他の部門における技術的進歩
第4章　ザクセンの工場の原料・エネルギー基盤
　1．マニュファクチャー期末期と産業革命第一局面における原料の供給
　2．原料・半製品としての農・林産物（a．植物性原料・半製品，b．動物性原料・半
　　製品）
　3．原料・半製品としての鉱産物（a。鉄・鋼，b．石炭・コークス，　c．褐炭・泥炭，
　　d．その他）
　4．水
第2部　工業生産力の人問的・主体的要素
緒言　主要生産力＝人間の社会的性格の変化
第5章　生産力としてのザクセンの工場労働者
　1．工場労働者の起源
　2．工場労働者の数・性・年齢・地域的分布・熟練度・職種分化
　3．工場労働者への需要
第6章　ザクセンにおける工場の起源と発展
　1．資本の状況，企業者精神，工場資本の起源
　2．工場の起源（a．既存生産組織から工場への転換一マニュファクチャーから工場
　　制生産への移行，手工業者・家内工業者・問屋商人による機械制生産の採用，鉱山業
　　における機械化・動力化・新方式採用一，b．工場の新設）
結語
　付録として史料4，一覧表2，詳細な史料・文献目録と索引（地名・人名・事項），付表
1枚が付けられている。
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　本書第1巻第2分目（粗目235ページ，付表1枚）は「工場発展の概要　1800－1830年」
と題し，著者の夫人で，軽い運動機能障害のある著者を私生活のみならず研究においても
助けているUrsula　Forberger女史によって編纂されている。その主たる内容は，ザクセ
ンで1800年から1830年までに創設された182工場の成立・構造・展開に関する彪大な事実
をさまざまな史料・文献から丹念に拾い集めて，13項目に整理し，典拠をも示したもので
ある。さらに，付録として，一覧表1，史料・文献目録，索引（工場名・工場所在地名），
付表1枚が付けられている。
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　以下では，850ページを超えるこの大著第1巻の一小部分，産業革命の概念とザクセン産
業革命の時期区分とに関する部分（いずれも第1分冊序論第2節），および工場労働者と工
場との起源に関する部分（第5章第1節と第6章第2節）を紹介することにしよう。
　産業革命の概念について。産業革命は「産業化」の下部概念である。産業化には，マニ
ュファクチャー期におけるように，主として量的な変化を示す過程である場合と，質的な
飛躍が著るしく，基本的性格の変化をもたらす過程である場合とがある。この第二の過程
が産業革命であって，これは二つの技術的変革，すなわち，手労働を機械的労働によって
置き換える作業機の導入と，動力を人間から原動機に代替する動力機の導入を含む。それは
さらに，マニュファクチャーから工場への移行という，労働生産性の質的飛躍を意味し，
最後に，封建社会から市民社会への転化を完成させるものである。（55ページ〉
　ザクセン産業革命の時期区分について。産業革命は，技術的・経済的・社会的諸要素か
ら構成され，上部構造とも相互に関連している，複合的過程である。まず，ザクセン産業
革命の始期は1800年である。始期の確定にとっては真正の作業機の導入開始と最初の工場
の散発的出現が問題であり，それはザクセンにおいて1800年であったからである。
　第2に，産業革命第一局面の終期は1830年である。この時期区分の技術的・経済的要因
は，ザクセン産業革命の先導産業たる綿紡績業の中心地ケムニツで1831年に5人以下の小
経営が消滅しており，51－300人の大経営がこの部門の経営総数の甚に達していたこと，同
年にザクセンの綿紡績工場の尋近くがすでに21－50台の紡績機を装備していたこと，1830
年にはほとんどすべての紡績機が主として水力で，いずれにせよ人間以外の動力で，運転
されていたことである。
　この時期区分の政治的・社会的要因は1830－31年の「ザクセン革命jである。これは，
発展しつつある生産諸力・資本主義的生産関係と，大部分なお封建的な生産関係・上部構
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造との不一致を表現した。こうして生み出された1831年のザクセン憲法は，成長しつつあ
るブルジョアジーの最重要部分としての産業資本家の政治的解放に国法上の基礎を与え，
下院に商工業代表者の指定席をもたらしたのである。
　第3に，ザクセン産業革命第二局面の始期はこうして1831年となる。
　最後に，ザクセン産業革命第二局面の，そして産業革命総過程の終期は1861年である。
産業革命は封建体制から資本主義と市民社会への移行の最終過程であり，この移行を完成
するものであるが，ザクセンでこの新しい体制の展開を法的に是認し，同時に促進する「営
業の自由」は，1861年に実現したのである。　（34－37ページ）
　19世紀初の産業革命開始期と対比して，30年後，すなわち産業革命第一局面終期，のザ
クセンは工業生産力の状態において著るしく異なっていた。封建制の典型としてのツンフ
ト的手工業の伝統的経営形態や，非農業部門におけるしばしば分散的な生産を集中し，効
果的に利用するための商業資本の組織（問屋商人一家内工業）や，なお生存能力をもつ
マニュファクチャーと並んで，少なからざる数（少なくとも191）の工場がさまざまな完成
度をもって出現したのである。工場制生産は，量的には全体の一部分を占めるにすぎない
としても，繊維工業，機械製作工業，製紙工業に展開した。地域的に見れば，工場は南部
＝エルッゲビルゲに最も早くから，そして最も数多く創設され，西南部＝フォークトラン
トがそれに続いた。（479ページ）
　こうした状況においてザクセンの工場労働者はどのような出自を示したか。彼らの大部
分は，量的に確定することはできないけれども，ザクセンの農業以外の諸部門，すなわち
手工業，家内工業，マニュファクチャーに由来した。ケムニツの綿紡績工場について言え
ば，さまざまな職種の親方とツンフト的・非ツンフト的な雇職人が主要なものであった。
（391－394ページ）
　次に，ザクセンの工場の起源についてはどうか。ザクセンの工場の成立には大別して二
通りの仕方があった。
（1）既存組織から工場への転換
（i）マニュファクチャーから工場への転換：これはザクセン産業革命を先導したものであ
　り，綿工業において最も多く見られ，綿工業の中では紡績業とキャラコ捺染業に主とし
　て見られた。しかも，生産量と資本力に関して最重要の経営が工場に転換した。
｛ii）問屋商人から工場主への転換：綿紡績工場所有者の中では数的に見て，綿製品の問屋
　であった者あるいは，なおも問屋である者が優越していた。このことは繊維工業の他の
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　部門にも当てはまった。
㈹　手工業者から工場主への転換：これは綿紡績工業においてきわめて少数認められた。
　機械製作工業の工場主の前身は大抵さまざまな職種の手工業者であったが，彼らの大部
　分は綿紡績工場で機械製作を担当した後に，工場主として独立したのであった。
（2）工場の新設
　マニュファクチャーから工場への移行に対比して，工場の新設は経営の数に関しても生
産能力に関してもはるかに重要であった。「疑いなくザクセンでも工場の大部分は新たに
創設されたものであった。」これらの工場はさまざまな部門に及んでおり，それを設立した
のは貴族，官僚，弁護士，手工業者，商入，農民であった。（462－477ページ）
　以上，本書第1巻は，労苦にみちた長期の作業によって収集された彪大な資料に基づき，
明確な問題意識をもってザクセン産業革命の全体像を1830年までについて描き出そうと試
みた労作であり，今後の研究にとって不可欠の出発点となるであろう。しかし，少なくと
も産業革命の概念とザクセン産業革命の時期区分に関してはなお問題が残されているよう
に思われる。
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